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高泌乳牛の周産期病の発生要因と

栄養管理によるその予防

久米新

1 はじめに

乳牛の周産期病は従来から日常的に発生してい

る疾病であるが，高泌乳牛では分娩前後にケトーシ

ス，脂肪肝，乳熱などの周産期病が多発するため，

高泌乳牛の飼養管理では周産期病の予防が重要な

テーマとなっている。特に，高泌乳牛が周産期病に

かかると治療に要する経費やその後の乳量低下だ

けでなく，最悪の場合には淘汰が必要になり，酪農

家にとっては経済的損失が非常に大きくなる。そこ

で，高泌乳牛では栄養管理の改善による周産期病の

予防が必要になるが，高泌乳牛の周産期病にはさま

ざまな要国が複雑に関与しているため，単純な栄養

不足の改善だけでは周産期病を予防することがで

きない。このことは，高泌乳牛では分娩に伴う急、激

な体内代総の変動に対して，代謝機能などをすぐに

30 ~ 

2. 高泌乳牛の周産期購の

発生要因

高泌乳牛の局窓期病の発生には栄養管理の不備

による影響が大きいが， )商産期病の予防では高泌乳

牛の代謝特性を正確に認識することが欠かせない。

また，高泌乳牛が移行期を円滑に乗り越えると，

その後の乾物摂取量と乳;註の順調な増加が期待で

きる(図1)。

1)高泌乳牛の移行期の代謝特性と周産期病

高泌乳牛では移行期のさまざまな代謝特性が周

産期病の発生に影響するが，なかでも以下の項目が

重要である。特に，これらの体内代謝の急激な変動

は高泌乳牛にとってリスク要因となる。

(l)分娩は高泌乳牛にとって多大な生理的ストレスで

あり，分娩時には難産などによる事故が発生しやすい。
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適応することが難しし、からであるο

しかし，高泌乳牛の分娩前後におけ

る代謝特性や周産期病の発生要因

を正確に把握し，適切な栄養管理で

体内代謝を正常化できると周産期

病の予防が可能になり，酪農家に

とっては多大な収益の増加が期待

できる。
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筆者は高泌乳牛の生産性向上の

ために移行期(分娩 3週間前から分

娩 3週間後の期間)の栄養管理が重

要なことを本誌で報告している 1~3)

が，本報ではそのとりまとめとして

高泌乳牛の周産期病の発生要因と

栄養管理による周産期病の予防に

ついて結介したい。なお，移行期の

栄養管理と周産期病の予防の関係

については既報 1~5) も参照してい

ただきたい。
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図 1、乳牛の移行期における乾物摂取量，体重と乳廷の変動 (n"17)
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それに加えて，高泌乳牛でほ分娩詰Ii数臼問は胎犯の

成長でノレーメンの底追が強くなること，代謝機能・

内分泌機能の変動が急激になることなどにより，分

娩痕前に乾物摂取量が減少するだけでなく，分娩直

後の乾物摂取量の増加が姐容される。

(2)分娩前後の乳牛は生理機能・内分説機能の急激な

変動に伴って，免疫機能が低下する。特に分娩前の

邸中エストロゲンの急上昇は乾物摂取量の減少や

免疫機能の低下をもたらし，分娩前後の免疫機能の
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低下は病原菌の体内侵入を容易にして，事u努炎な2
の疾病土着加につ伝がっている。

(3)乳燥で生成される栄養豊富な初乳は病原菌な2
の有害微生物にとっても魅力的な栄養漉であるご

と{罰 2)，必乳酪始に伴って字L頭口から有害微生容

が乳腺に侵入しやすくなることなど，分娩前後の字

牛は乳房炎発生のリスクが高まる。

(4)高泌乳牛では分娩i直後の乳量の急増に伴って主

義索が手しゃに多量分泌されるが，乳中への分泌量ぴ

多い栄養素ほど，潟産期病の発生喜

閣になる(図 2と間 3)0 特にョ出

生直後の子牛ではカルシウムと

りンの要求量が多いためy 初乳中

にはカ/レーンウムと~)ンが?若手Lの 2

倍以上含まれているが，初乳中へ

のカルシウムどりンの念、激な分

泌が乳熱発生主主閣になる。

(5)高絡乳牛では育種改良の進展

により分娩夜後の乳量増加が顕

著であるのに対して，エネルギー

不足による体重減少が非常に大

きく，このことが周産期病の増加

や受始率低下を招いている(図1)。

特に，分娩後3週間は乳量の急激

な増加に対して乾物摂取量の増
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問2 乳牛の初]乳中タンパク質，脂肪，手L糠とミネラノレ成分の変動 (n=23)
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関 4 乳牛の商渡期病の発生姿悶(Goff，2006) 

'-忠一 加が追いつかないため，体内
一一様

九一一・同S 穣している養分を泌乳のために

3 4 利用せざるをえなくなり，高泌乳

今ではこの時期にエネルギーだ

けでなく，タンパク質とミネラノレ

蓄積盈が緯度に減少する。

(6)分娩後のエネルギー不足の改善のために，給与

鯛料は分娩前の組飼料多給から分娩後には濃厚飼

料多給に変更することになるが，急激な飼料構成の

変更はノレーメン機能を著しく龍三撃する。

2)高泌乳牛の栄養管理と属産期病

移行期の栄養管滋に不備があると周渡期捕の発

生に結びつくが， 00[[(2006年刊は周蔑期病と

管理の興味諜い関連性を示している(悶 4)。この閣

では， )j!fJ産期病としてケトーシス，賂紡肝，乳熱，

第四胃変位，ルーメンアシドーシス，蹄病(綾子子)，

乳爵炎，胎盤停滞，子宮炎をあげているが，

怒との関係は以下の通りである。
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(1)高泌乳牛では分娩後 3週間は体内に蓄積してい

るエネルギーとタンパク質を乳生産に利用せざるを

えないが，エネルギー不足により血媛中遊離脂肪酸

濃度が急上昇し，血柴グ、ノレコース濃度が抵下すると

ケトーシス，脂肪肝の発生につながる。また興味深

いことは，乳熱，第四胃変位など，ほとんどの周産

期病の発生が乾物摂取量の減少につながり，ケトー

シス，脂紡肝の発生を加速させることである。

(2)飼料中のカリウム含量の増加によるカチオン・

アニオンバランス(DCAD)の上昇，低マグネシウム

含量の飼料給与などによって乳牛が低 Ca血症や筋

収縮の異常を生じると，乳熱の発生だけでなく，第

侶胃変位，乳房炎などの発生要因になる。

(3)銅料中の有効繊維が不足すると，乳牛のノレーメン

機能が減退し，第屈宵変位，ルーメンアシドーシス，

蹄病の発生婆因になる。

(4)微量ミネラルと脂溶性ビタミンは初乳中に多量

分泌される(図 3)が，ビタミン，微量ミネラル，抗

駿化物質の不足が乳牛の免疫能を低下させ，乳房炎，

給盤停滞，子宮炎の発生要閣になる。また，免疫能

の低下には負のエネルギー・タンパク繋バランスや

低 Ca血症など，栄養管理の不備が影響している。

図4だけでは周産期病の発生要因を完全には説明

できないが，周産期病の発生における栄養管理の罰

を要領よくとらえている点では非常に興味深

いものがある。特に，さまざまな周産期病が密接に

関連し，栄養管理の不備が周産期病の発生に多大な

影響を及ぼしていることがよく理解できる。

それでは周産期病を予防するために，このなかで何

が重要であろうか。ここで，飼料中の有効t蝋:lt ビタ

ミン，微量ミネラルなどは飼料設計を工夫すれば比較

的容易に充足できるため，筆者は負のエネルギー・タ

ンパク費バランスと低 Ca血症を防ぐことが重要と考

えている。また負のエネノレギー・タンパク費バランス

と抵 Ca血症の改善には，高泌乳牛の代謝特性を十分

に認識し，従来よりも徴密な栄養管理を背うことが求

められる。さらに，乳熱は一連の周産期病の初期段階

で発生するため，手し熱予防によって他の周産期病の予

防が期待できる点も重要である。

3. 高泌乳牛の周産期病の予前

動物は常に変動する外界からの情報を受け取り，

それに適切に対応しながら，体内の恒常性を常に一定

の範囲内に維持している。また，体内代謝などの変

化に対しては神経系・内分泌系・免疫系などの機能

を適J;e;させて体内の変化を最小限にするしくみが

ある。高泌乳牛でも移行期のエネルギー・タンパク

繋・ミネラノレ・ピタミン代謝を適切に維持するしく

みが備わっているため，高泌乳牛の周産期病の予防

では乳牛が本来保持しているこれらのしくみを活

用することが重要である。

1)高泌乳牛のエネルギー代謝の改善

高泌乳牛の周産期病の予坊では，移行期のエネル

ギ一代謝を改善し，ケトーシスと脂肪肝の予防を図る

ことが最も重要である。高泌乳牛は銅料のエネルギー

利用効率が高いなど，体内代謝の改善が進んで、いるも

のの，分娩直後の体脂肪の大量動員により血中遊離脂

肪酸が急増して脂肪酸代謝韓容が生じると，体内にア

セト酢駿などのケトン体が増加し，感慾，麻療などの

月Icl・神経障害によるケトーシスを発症する。また，肝

臓に大量に動員された脂肪を処理できなくなると大

量のケトン体の生成による肝機能の減退を起こし，脂

肪肝を発疲する。このことは，分娩直後の乳量の急増

に対するエネルギーの供給不足の影響が大きいが，他

の周産期病の発生も乳牛の乾物摂取量を減少させて

ケトーシス，脂肪月干の発生を加速させる。また，米国

ではケトーシス，脂肪肝の発生は 1980年代には分娩

2~4 逓後に多発したものの，現在の高泌乳牛では分娩

10日頃までに多発していると報告している 6)が，この

ことは現在の高泌乳牛では分娩直後のエネノレギ一代

謝の改善が非常に重要なことを意味している。

高泌乳牛ではエネルギー不足により分娩後に血

媛グ、ルコース濃度が低下するが，一方で乳中の乳糖

が少ないと浸透圧の影響によって乳腺への水の移

行が減少し，手L量が減少するため，高泌乳牛では乳

腺における乳糖の合成を促進させることが泌乳前

期の乳量増加につながる。特に，乳中の乳糖含量は

乳期を通して変動が少ないものの，泌乳前期には

4.6%前後のやや高い値を維持していることから，

高泌乳牛では高乳量を維持するために分娩直後か

ら血按グルコース濃度の低下を防ぐことが必婆に

なる九しかし，ここで注意しなければならないこ

とは，高泌乳牛のエネルギー源は主に酢酸で、あり，

グルコースはノレーメンで生産されたプロピオン酸

を肝織で糖新生によって生成していることである。

移行期にデンプン摂取量が減少してプロピオン酸
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の生産が少なくなると，高泌乳牛は筋肉などのアミ

ノ酸を利用してグルコースを生成する。このことは，

体内代謝への悪影響が大きくなるだけでなく，結肪

肝などで好機能が衰えると糖新生が不十分になっ

て乳量の減少を加速させる。

高泌乳牛の栄養管理では分娩後のエネルギー摂

取量を卒期に充足させることが大切であるが，図 5

の乳牛では分娩後 1 週間の体重減少は 3.4~5.6kg/

日で、あったものの，分娩直後から乾物摂取量が順調

に増加している。その結果，乳牛の血接遊離賄肪畿

濃疫が分娩直後に念場し，lIIl綾グルコース濃度も分

娩後に減少したものの，乾物摂取量の増加に伴って

分娩2遊間後には回復額向を示している。なお，こ

の試験では分娩直後に乳量が急激に増加し，分娩6

日後には約 40kg/日に逮したが，繁殖成績は良好で，

また周産期病も発生しなかった。したがって，高泌

50 
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乳牛では分娩直後には体脂肪を利用してエネル

ギーを補給し，体内のアミノ酸などから糖新生で

グ、ノレコースを産生しているものの，乾物摂取量を早期

に増加できると分娩2週間後にはエネルギー不足も緩

和し，健康状態を適切に維持できると考えられる。

また，自給粗鋼料のなかではデンプンの多し、トウ

モロコシサイレージがエネルギーの補給に適して

いるが，酪農家段階では各農家の実情にあわせて銅

料設計を改善し，エネルギーを初めとして，各栄養

素の要求最を早期に充足させることが移行期の栄

養管理で求められる。

2)高泌乳牛のカルシウム代謝の改善

高泌乳牛の手し熱発生には加齢，栄養管理の不備な

ど，さまざまな要国が影響しているが，乳熱予防の

ポイントは分娩前後のカルシウム代謝を正常に維

持することである。しかし，この簡単にみえること

7 
分娩後{日)
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録
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7 にはほとんどの乳牛で血按カル

シウムと無機リン濃度が低下す
図 5 アルフアルファ主体給与牛(口.肝心とアルフアルフア十コーン給与牛
(隊:肝心の分娩前後の鉱物摂取最，乳埜と鼠液成分(組濃上とは分娩前(70:30) ることも高泌乳牛のカノレシウム

と分娩後(アルフアルファ区 50:50，アルフアノレファ十コーン区 60:40)とした) 代裁の大きな特徴である。ここで，

司 14 7 制 14ω o  
分娩前後(日)

制 o 7 

分娩前後(臼)

-7 0 
分投書官後(臼)

が実は非常に難しいため，現在で

も最適な乳熱予日方法が見いださ

れていない。乳牛は泌乳開始に

伴って初乳中へのカノレシウム損

失量が増加すると，血張中のカノレ

シウム濃度の急激な低下を防ぐ

ために，副甲状線ホノレモ

14 を高める。活IJ甲状腺ホルモンの主

な働きは骨の破骨締胞を活性化

して骨から血液へのカルシウム

の移行(骨吸収)を高めることと，

肝臓，腎臓でビタミンDを水鞍化

して活性型どタミン D

高めることである。腎識で活性型

ビタミン D 産生量が高まると

小腸からのカノレシウム吸収量が

増加し，骨吸収量とカルシウム

吸収量の増加で乳牛は血接カル

シウム濃度を正常範囲内に維持

して，事L熱発生を防止する。

上述したことが高泌乳牛の

分娩前後における乳熱予防の

しくみであるが，一方で分娩直後

14 
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カリウム摂取量の増加， DCADの上昇などの乳熱発

生要閣が加わると，高泌乳牛で、は血疑カル、ンウム濃

度がさらに低下し，乳熱が発生する。特に，(1)わ

が国では土壌中への糞尿の大量還元などによって

牧箪中のカリウム含量が 3%以上になることも多く，

泌乳牛のカリウム要求量(0.80%)をはるかに超え，

カリウム過剰摂取になりやすいこと， (2)カリウム

は消化管で溶解・吸収されやすく，乳牛体内に過剰

に吸収されたカリウムは血液をアルカリ化し(代謝

性アノレカローシス)，消化管あるいは乳牛体内でカ

ルシウムやマグネシウムの吸収や利用を龍害する

ことなどが明らかにされ，乳熱発生婆躍としてカリ

ウム過剰摂取がクローズアップされている。またカ

ルシウム低減による乳熱予防法が考慮されなく

なったことは，高泌乳牛ーでは分娩前の乾物摂取量が

増加したため，分娩前のカルシウム低減がほとんど

不可能になったことが一因としてあげられる。した

がって，乳熱予訪のための栄養管理ではカリウム摂

取量の低減を図ることが非常に重要といえる。

一方，高泌乳牛には血綾カルシウム濃度の低下を

最小限に抑えて，その後の回復を促す機能を備えて

いるため，手し熱予紡ではその機能を高める栄養管理

が重要になる。図 5で、は分娩直後に乳牛の血柴カル

シウムと無機リン濃度が低下したものの，分娩産後

に長IJ甲状腺ホルモンと活性型ビタミン D が急上昇

し，分娩6日後には血疑カルシウムと無機リン濃度

がほぼ正常範囲内に回復している(詳細は文献 2を

参照)。このことは，飼料中のカリウム含量の母減，

分娩前後における乾物摂取量の増加などによって

高泌乳牛のカルシウム代謝を早期に活性化できる

と，乳熱の予防が可能なことを示している。

3)高泌乳牛の免疫機能の改善

高泌乳牛では分娩前後に免疫機能が低下するが，

栄養管理や衛生管理の不備などによって免疫機能

がさらに低下すると，乳震炎などの疾病が多発する

(図 4)。一方，子守二には妊娠中に胎盤を介して免疫

グロプリンなどの免疫成分が移行しないため，子牛

は分娩直後に初手しから大量の免疫成分を摂取する

ことが欠かせない。そのため，母牛は分娩前後に多

量の免疫成分を乳腺で生成するが，乳腺で生成され

る免疫グロプリンなどの免疫成分は子牛の疾病予

防に重要なだけでなく，母:牛の乳腺を細菌感染から

保護する役割がある 7)。したがって，初乳中に免疫

グロプリンなどの免疫成分が多いことは，子牛の疾

病予抗だけでなく，乳房炎の予防にも貢献している。

高泌乳牛では分娩前後に栄養摂取量を充足し，健

康を維持することが免疫機能の改善につながるが，

なかでもエネルギー不足を改善することが最も重

要である。また，高泌乳牛では乳線における免疫機

能を高めることが必要であるが，函2の初乳中タン

パク質と同様に初乳中の免疫グロプリン含:量は分

娩直後に高いものの，個体関の変動が非常に大きい

ことも特徴としてあげられる。このことは，栄養管

理の不備によって乳腺における免疫成分の生成が

減少しやすいことを示唆しているため，分娩前後に

は栄養管理の改善などで乳線における免疫成分の

生成を高めることが重要といえる。

一方，乳腺に病原菌が感染すると自然免疫が初め

に働き，好中球やマクロファージが遊走して病原菌

を食食するが，その際にサイトカインや活性酸素を

放出して周聞の締胞を活性化させるとともに，炎症

皮tt:を促進する。活性酸素は病原菌の殺菌に多大な

貢献をするものの，過剰な活性酸素の産生は乳娘細

胞の損傷につながるため，指溶性どタミンなどを利

用して乳腺細胞を保護することも必要である。

4)抗酸化作用による改善

高泌乳牛は高水準の乳生産を維持するために体

内で、活発なエネルギ一代謝や物質代謝を行っている

が，その際に大量の酸素を必要とする。酸素は乳牛

の生存や生産のために不可欠であるが，体内で酸素

を利用した際に生成する活性酸素(スーパーオキシ

ド，過酸化水素など)は細胞の遺伝子，生体膜などを

損傷するため，活性酸素による綿組機能の障害作用

が注目されている。前述したように活性酸素には殺

欝作用などのメリットがあるものの，エネルギー代

謝の活発な高泌乳牛では体内で大量に生成される

活性酸素が健康を阻害し繁殖成韻の低下や乳爵炎

などの疾病増加をもたらす危険性が高い。

そこで，活性酸素の有害作用を消去するために杭

駿化作用を有する栄養素への関心が高まっている。

なかでも，微量ミネラルはスーパーオキシドジスム

ターゼ(亜鉛，銅，マンガン含有酵素)，グノレタチオン

パーオキシターゼ(セレン含有酵素)，カタラーゼ

(鉄含有酵素)など，抗酸化作用のある酵素の構成成分

として，またs-カロテン，ビタミン A，ビタミン E
などの結溶性ビタミンには生体膜の脂質酸化を防止
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する抗酸化作用があり，高泌乳牛の健康保持に必須の

働きをしている。また，(1)移行燃には微量ミネラル

と脂溶性ビタミンが初乳中に多量分泌されること

(国 3)，(2)微量ミネラノレと脂搭性ビタミンの効果が

も発揮できるのは移行期と考えられることなど

から，移行期には微量ミネラルと脂溶性ビタミンの

栄養管理を適切に維持することが欠かせない。

しかし，わが閣の飼料中の微量ミネラル合長で、は

組飼料中の亜鉛，銅およびセレン合最が乳牛の要求

量よりも低いことや，分娩前後には血築中の微量ミ

ネラノレや脂博性ビタミン濃度が低下しやすいこと

から，移行携には乳牛の疾病防止や繁殖成績の向上

のために微量ミネラノレや脂捺性ビタミンを適切に

補給することが重要である九特に，(1)脂溶性ビ

タミンは良質粗飼料に多量含有されているものの，

品質が低下(調製時の降雨や刈り遅れなど)すると

絹諒性ビタミンが破壊され，ビタミン源としての価値

が著しく抵下すること， (2)図 6のコーンサイレージ

給与牛では血撲と初乳中の戸ーカロテン濃度が纏端

に低下しているように，粗飼料からの脂溶性どタ

ミンの供給が少ないと高泌乳牛は移行期に脂溶性

ビタミンが撮度に不足することに注意しなければ

ならない。

4.初産牛と経産牛の栄養管理と
調度期病

周産嬬病の発生は初産牛と経産牛では大きく異

なるため，照度期病の予坊ではそれらに適した栄養

管理を行うことが必要である。特に，高泌乳牛の最近

の特徴としては生産コスト低減のために育成牛の増

体系を高めて初藤月齢を 21カ月穏震にまで早める

傾向があげられるが，一方では平均産次を延ばして

300 

~ 250 
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関6 グラスサイレージ主体給与牛(己)とコーンサイレージ主体給与牛(鐙)の初乳と
血疑中自…カロテンとビタミンA濃度

生渡生産性の向上をめざすことも求められている。

しかし，牛若手検定成擦では初産月齢は 25.6カ刃齢

であり，また平均庭次も 2.7産と低いため，わが国

では初産jヲ齢 24カ万，分娩間関 13カ月を悶擦にし

た栄養管理を行うことが求められ，淘E霊場病の予坊

は生涯生産性の向上に多大な貢献をする。

lには分娩前後の血液成分の藤次による相違を

示したが，エネルギー代謝と関連するlfn.旋グノレコー

スとインスリン濃度が 4産以上の牛で低く，逆に遊

離脂肪酸濃度が高くなり，老齢牛ではケトーシス，

脂肪肝が発生しやすい状況になっている。このこと

は， 4産以上の乳牛では乳量が分娩 2日後に 30kg

に達するなど，分娩産後の乳量が多いことも一闘で

あるが，むしろ分娩前後におけるエネルギー代謝の

適応の遅れによる影響が大きいと考えられる。それ

表 l 乳牛の分娩直後のH江液成分

初ifii 2il室 3il差 一言寵};U二
頭数 27 14 8 14 

月齢 25.5 38.2 49.1 76.0 
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グルコース，mg/dl 92 a 78 b 86 ab 81 b 

NEFA， mEq/1 0.57 b 0.50 b 0.52 b 0.69 a 

インスヲン， μU/ml 9.2 6.9 5.5 5.7 

Ca， mgldl 8.8 a 8.6 ab 8.1 bc 7.5 c 

Pi， mgldl 4.8 a 4.7 a 3.9 b 3.7 b 

Mg， mgldl 2.2 2.2 2.2 2.2 

ALP，IUlI 219 a 152 ab 125 b 102b 
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に対して，初産牛で、は血接グルコースとインスリン

濃度が高いことから，初産守ニで、はエネルギ一代謝の

異常はほとんど生じないと考えられる。また初蔵牛

では分娩時に難産などによる事故が発生しやすい

ものの，表 1の初産牛では分娩時の体重が 600kgを

超え，分娩時の事故はほとんど認められなかった。

しかし，初産牛の子牛の生時体重が 43kgと大型化

しているため，初産牛で、は分娩前にエネルギーを充

足して，エネルギー不足による分娩時の事故を予防

することが必要といえる。

表1で、は乳牛の分娩直後の血媛カル、ンウムと無機

リン濃度は加齢とともに低下し， 3産以上の牛では

乳熱発生の危険性が高まっている。また血疑副甲状

線ホルモンは4産以上の老齢牛で高いイ疫を示したが，

カノレシウム代謝を制御する面1]甲状腺ホノレモンの上

昇はカルシウム濃度の急激な低下を阻止し，乳熱予

防を図っていることを意味している。しかし，加齢

とともに骨などの働きが弱まるため 3産以上の牛

では面IJ甲状腺ホルモンの分泌量が多くても血疑カ

ノレシウム濃度の低下を十分に防げなくなり，手L熱発

生のリスクが高まる。

一方，表 lでは初産月齢が 25.5カ月で初産から 2

産あるいは 3産までの分娩間隔が 12.7カ月および

23.6カ月となっているように，試験場の成績ではあ

るものの栄養管理を適正に保てば高泌乳牛でも l年

l産が可能といえる。このことは，高泌乳牛を飼養

している一部の酪農家で非常に良好な繁殖成績を

達成している例があるように，栄養管理などを適正

に維持できれば高泌乳牛でも 1年 l産が可能になる

と考えられる。

これらの結果から，高泌乳牛の周産期病の発生要

因としては加齢の影響が大きく，特に 3産以上の経

産牛では分娩直後の乳量が急増するだけでなく，体

内代謝の変動にすぐに適応できないことが周産期

病の増加につながっている。このことから，経産牛

では分娩後の養分要求量を早期に充足させ，乳量増

加とともに移行期の疾病予防に焦点、をおいた栄養

管理が求められる。特に，加齢とともにケトーシス，

脂肪肝，乳熱発生の危険性が高まるため，経産牛で

はエネルギー摂取量を適正に保っとともに，カルシ

ウムとリン代謝を活性化させる銅養管理が重要と

いえる。それに対して，初産牛では体内代謝の変動

には早期に対応できるため，分娩時の難産などによる

事故を防ぐことと，分娩後には乳量増加だけでなく，

成長のための増体を高めて繁殖成績を向上させる

ことが必要である。したがって，初産牛で、はエネル

ギーの充足を早期に高める栄養管理法が最も重要

である。

5. 高泌乳牛の移行期における

館料設計と水管理

高泌乳牛の移行期における栄養管理では分娩後

の乾物摂取量を早期に高めることが最も大切であ

るが，このことは周産期病の予防，免疫機能の改善

などにもつながる。また，分娩後の乾物摂取量の早

期増加のために，最近は分娩前の乾物摂取量を高め

る傾向が強く，なかには 15kg/日程度給与する事例

もみられる。しかし，図 5の乳牛の分娩前の乾物摂

取量はlO~l1kg/Iヨ程度で、あったものの，分娩後の

乾物摂取量はj順調に増加していることから，分娩前

の適切な乾物摂取量の設定は今後の課題と考えら

れる。

高泌乳牛が高乳量を維持するとともに，繁殖成績

を向上し，疾病を予防するための飼料設計のポイン

トは，分娩後の乾物摂取量を早期に高めることと，

エネルギー，タンパク質，ミネラル，ビタミン栄養

の改善を問時に鴎ることが基本になる。また，移行

期には(1)分娩後の乾物摂取量を早期に高めて，エ

ネノレギーや栄養素の充足を平めるための精密な栄

養管理が必要なだけでなく， (2)乳牛の健康を維持

し，分娩前後の代謝障害・繁殖障害を減らすための

適切な栄養管理(イオンバランス，抗酸化作用など)

も求められる。

移行期の銅料給与では， (1)飼料から栄養素を過

不足なく摂取できること， (2)ルーメン環境の適正

な維持とルーメン械毛の早期発達のために一定量

の繊維とデンプンが摂取できること， (3)分娩後の

乾物摂取量の早期増加が可能なことのために， TMR

で給与することが最も望ましい。具体的には，移行

期には良質粗館料を活用すること，移行場を通しで

ほぼ同じ枝飼料構成にすること，分娩前 3週間の濃

厚飼料の給与比率を3割程度にすることなどが求め

られる。なお，図 5の乳牛では分娩前の銅料成分(乾

物当たり)は CP含量が 14.1~16.0% と NDF含量が

40. 6~46. 6%，また分娩後は CP合連;が 16.O~ 

16.5%と NDF含量が 31.0~32. 4%であったが，
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分娩前の CP含量はやや高めに設定している。

さらに，分娩に伴って劇的に変化するのは乾物摂

取量よりも飲水量で、あり，乳量が 30kgの泌乳牛で

は約 80kg/日の水を飲料水として摂取しなければな

らないため，移行期の飼養管理では安全な水を安定

供給することが非常に重要である。特に，移行期の

乳牛が水を十分に摂取できないと体内に蓄積した

カリウムを尿中に排波できなくなり，代謝性アルカ

ローシスになって乳熱発生を促進する 2)ため，移行

期の乳牛では水を適正摂取できる飼養環境の整備

がきわめて重要といえる。

6. おわりに

本稿は校窓生産農業協同組合連合会主催の営農

指導ネットワーク研修「周産期病の予防j に関する

講義をとりまとめたものであり，なかでも

による予助に焦点をおいている。しかし，酪農現場

では栄養管理の改善だけで全てを解決できるわけ

ではなく，衛生管混や牛舎管理の不備など，さまざ、

まな要因が照渡期病の発生に影響している。筆者は

これらのことを研修に参加して実感でき，また栄養

管理の叢要性を再認、識できたことから，本研修を企窮

された根窓生産連の富泊光夫専務理事とホクレン

顧問の菊地実氏に最後に厚くお礼申し上げたい。
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{農業畜産情報}

10年度農作物の鳥獣被害過去最悪の 239億円 猛暑で餌不足!こ

農水省は 1Ji 10日，野生動物による農作物の被害が 2010年度は 239億円になったと発表した。

来日本大震災の影響で情報を得られなかった岩手・宮城・福島 3県の計 13市町村を除いた数値だ、が，

を始めた 1999年度以降で最悪。師寺ぎは，猛暑もあってドングリなどの餌が不足，動物が入車に

下りてきたことが主な原因とみている。

10年度の被害金額は前年度より 12%増えた。被害国積は 11万ヘクタールで向 8%増，被害量は 74万

トンで間四%増。被害金額を鳥獣種別にみると，鹿が 78億円(悶 10%増)で最多。続いてイノシシが

68億円(問 22%増)，カラスが 23億円(向 1%減)，猿が 19鋳円(向 12%増)，熊が5i意3000万円(問
57%増)など。鳥類別では，九州を中心にヒヨドリの被害が 11億円と前年度の倍以上になった。

都道府県知jでは北海道が 63億円で最も大きかった。鹿が 57{章、円を占める。鹿では大議捕獲わなが

開発され，道や他県でも利用が始まっている。

同省は 11年度，鳥獣被多緊急対策事業で 113億丹を投じた。 10年度の鳥獣害対策費の 5倍以上で，

防護禰や檎獲わなの整備，追い払い犬の導入などを支援。震災からの復!日・復興対策として 11年度第 1次

補正予算では 20億丹穏度を確保した。 12年度予算案には 95億円を計上している。
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